
2025年11月20日

理化学研究所情報統合本部
GRP PD
美濃導彦

ガーディアンロボットプロジェクト

脳科学・心理学とAIを繋ぐロボット研究



ガーディアンロボットプロジェクト
設立経緯

• 2016年度からロボットプロジェクトに関して
理研内で検討開始

• 2018年度 概算要求「黒子ロボット」の研究
開発、委員会を組織、内容は外骨格ロボット

• 2019年度 予算獲得 委員のメンバーの多く
が異動、中心人物不在、内容を拡張して引き受
け プロジェクト計画書を作成

• 2020年度 PI6名採用 プロジェクト開始
「黒子ロボット」は商標登録済み → 「ガー
ディアンロボット」へ名称変更
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アクションと言語の統一性
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心の科学 心の構成論

ロボット
研究

心の計算論

工学系
情報系

脳の高次
機能研究

心理学

相互作用
フィードバック

AI研究

生命系
人文系

メディア
情報処理

人間の認知機能を中心とするこころのメカニズム（認識、記憶、
思考、注意、感情、知能、動機）を計算論的に解明し、ロボッ
ト実装を通じて構成論的に実証する。
このループを繰り返すことで研究を進める。

モデル
アルゴリズム

構成論的解明原理的解明

ガーディアンロボットプロジェクトの
学術的ミッションと工学的ミッション



汎用人工知能実現の大きな壁
• パターン認識の問題

– CNN、RNNなどによりほぼ解決した（AIブームの到来）

• Common senseの問題

– 子供でも簡単にできることがロボットには未だにできない

– 常識をすべて知識として表現することは不可能

• 記号と意味の問題（Symbol Grounding problem）

– 信号やシンボル（言語）を処理しても意味は見つからない

– LLM的手法でもリアルな外界と内部symbolの接地は出来てい
ない
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自律的なロボットの実現に向けて

• 人とロボットのやり取りで意味は，ロボットの側
に主体性があって初めて生じる．

• Common sense（常識）は知識表現ではなく、
主体の意図や身体的要求を処理する推論能力であ
ると考える．

– 心理学の知見：空間推論や力学的推論から他人の意図
の推定など．

（ 生成AIで解決 ）

ある程度の能力を持った自律的なロボット
には一人称的な主体が必要！



ガーディアンロボットプロジェクト
の目標と仮説

【目標】 人間と共存できる一人称的な主体を

もった自律的なロボットを構築する．

【仮説1】 入力データを選択的に処理することが

主体性を持つ最低必要条件．

– 入力されたデータをすべて処理する従来の機械には主
体性がない．

【仮説2】 ロボットの言語行動，アクション等に論理的

一貫性があることが主体性を持つ必要条件．

• データを選択するためには選択基準が必要．

• 目的や意図という形で抽象的に選択基準を与える
べき．



心の計算論の階層構造
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Marvin Minsky: The Emotion Machine, SIMON & SCHUTER, 2006 

Minskyの心の計算論を参考にしたアーキテクチャ設計

ーレベル５以上はレベル4に統合、簡略化して実現ー
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ガーディアンロボットの機能的アーキテクチャー
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音調

イントネーション

動作生成 認識合成認識処理

知識ベース

内部表現（3次元空間表現、イベント記述、シーン記述）

短期記憶

長期記憶

知識化

目的

入力出力

出力

参照 検索
参照

入出力

情報選択 情報選択

論理的推論

感情

経験的推論B脳
（学習的反応）

C脳
（熟考）

A脳
（認知機能、
動作の実
現）

system2

system1

個性

佐藤弥TL

吉野幸一郎TL

川西康友TL

石井カルロス寿憲SRS

港隆史TL

古川淳一朗RS

中村泰TL

Heikki Ruuska TS



京都大学情報学研究科との共同研究
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２０２０年６月から2025年度末まで



開発しているロボットと開発者達

外骨格ロボットや
アシストロボット
(環境型)

Nikola
（対話型）

Indy
（自律型）



2025年大阪・関西万博
「フューチャーライフエクスペリエンス」出展概要
（理化学研究所ガーディアンロボットプロジェクト）
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出展期間 2025（令和7）年5月20日（火）～5月26日（月）

展示時間 10:00～21:00
• 最終日の終了時間は16:00頃となることが見込まれます。その他、ロボットの事情等により、

予告なく展示を一時的に見合わせたり早期終了となることがあります。
• 来場者多数の場合、体験については整理券方式による入場となることがあります。

タイトル こころ＋ロボット・ラボ
～人がロボットに「ありがとう」という日～

概要 人に寄り添い人をさりげなく支援する自律学習ロボットとの
対話体験展示
• 人の潜在的な意図の推察、ロボット自身の経験から得た記
憶を利用した人とのコミュ ニケーションを自律的に行うロ
ボットの実証・展示を行います。

• 来場の皆さまからのアンケートを研究にも利用させていた
だく予定です。

詳細・関連情報 https://grp.riken.jp/expo2025/

2025年4月7日現在

https://grp.riken.jp/expo2025/


体験展示の概要
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2025年大阪・関西万博
「フューチャーライフエクスペリエンス」出展概要
（理化学研究所ガーディアンロボットプロジェクト）

[3]
自律型ロボット

Indy
（インディ）

[2]
外骨格ロボット

Aetro
（エアトロ）

[1]
対話型ロボット
Nikola

（ニコラ）

[4]
2050年

のイメージ
映像

✓[1]～[3]の3種類の新
しいロボット体験を、リ
アルな物理的な空間
の中で来場者に提供。

✓さらに、そのようなロ
ボットと共に暮らす
2050年の未来社会の
イメージを、映像でふ
くらませる。

[1]場面に応じ
た表情の
表現が、ロ
ボットでも
できる！

[2]体験者がバスケット

ボールをどこに投げ
たいかを自動的に解
析。その意図に応じ
て、さりげなく投球動
作を支援する。

[3]ロボットと他愛のない
会話をすると、あなた
にぴったりのアイテム
を選んでくれるよ！

[1]体験者が場面
設定を語りか
けると、その内
容を自動的に
解析して、場
面にあった表
情を表現。

[2]人の動作意図の読

み取りと、その意
図に応じたほどよ
い手助けが、ロ
ボットでもできる！

[3]体験者の様子やその

時の状況、体験者との
対話内容によって、複
数の品物の中から体
験者に合ったものを選
択。それを提示する。

100名近い体験者から600名以上のアンケートを収集



https://www.youtube.com/watch?v=ODnFWGepysg

大阪関西万博 FLE 展示 PV
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構成論的研究：
この機能的アーキテクチャーの評価は？



これからの講演を楽しみにして下さい
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